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2

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
23
日
に
開

催
さ
れ
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
な
ど
議
案
５
件
、
報
告
２

件
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

郡
　
松
太
郎
氏
を
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認【

令
和
６
年
度
壮
瞥

町
一
般
会
計
補
正
予
算（

第1
0

号）】

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

１
億
５，

５
２
５
万
１
千
円
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

5
7

億
５，

５
５
５
万
５
千
円

子
育
て
応
援
祝
金
事
業

１
２
５
万
円
減
額

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

5
2
万
円
減
額

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業

8
0

万
円
減
額

質
疑各

事
業
の
実
績
に
つ
い
て
。

答
弁出

産
祝
金
は
３
名
分
で
30
万
円
、
就

学
祝
金
は
47
名
分
で
２
３
５
万
円
、
結

婚
新
生
活
支
援
奨
励
金（

商
工
会
商
品

券）

は
１
件
で
３
万
円
、
結
婚
新
生
活

支
援
補
助
金
は
３
件
で
67
万
９，
４
０

０
円
で
、
出
産
応
援
ギ
フ
ト
は
９
件
、

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
が
５
件
と
い
う
実

績
で
あ
っ
た
。

診
療
所
運
営
事
業

8
4

万
円
減
額

質
疑昨

年
12
月
に
診
療
開
始
し
た
久
保
内

診
療
所
の
利
用
実
績
に
つ
い
て
。

答
弁久

保
内
診
療
所
は
、
毎
週
水
曜
日
に

診
療
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
12
月
か
ら

本
年
３
月
ま
で
各
月
と
も
４
回
の
診
療

日
が
あ
り
、
１
回
の
診
療
日
で
平
均
４

名
程
度
が
受
診
さ
れ
、
合
計
で
66
名
と

い
う
実
績
が
あ
っ
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
う
べ
つ
観
光

協
会
事
業

３
８
８
万
１
千
円
減
額

質
疑減

額
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

答
弁本

事
業
は
、
そ
う
べ
つ
観
光
協
会
の

運
営
や
事
業
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る

が
、
減
額
と
な
っ
た
大
き
な
理
由
と
し

て
、
公
募
し
て
い
た
事
務
局
長
の
応
募

が
な
く
採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、

こ
れ
に
係
る
人
件
費
分
の
補
助
金
が
不

用
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

定例会のあらまし

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
政
を
質
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
、
議
案
４
件
、
報
告
２
件
、
意
見
案
１
件
の
審

議
等
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

第2回定例会の様子

第

２

回

臨

時

会

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

そ
う
べ
つ
情
報
館
直
売
所
に
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入

子
育
て
応
援
祝
金
事
業

１
２
５
万
円
減
額

結
婚
新
生
活
支
援
事
業52

万
円
減
額

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業

80
万
円
減
額

57
億
５
，
５
５
５
万
５
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

１
億
５
，
５
２
５
万
１
千
円
減
額

専
決
処
分
の
承
認
【
令
和
６
年
度

壮
瞥
町
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第

10
号)

】
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

診
療
所
運
営
事
業

84
万
円
減
額

特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
う
べ
つ

観
光
協
会
事
業３

８
８
万
１
千
円
減
額



入
湯
税

８
５
３
万
円
増
額

質
疑入

湯
税
が
増
額
と
な
っ
た
要
因
に
つ

い
て
。

答
弁令

和
５
年
度
の
宿
泊
者
実
績
が
23
万

３，
４
０
６
人
、
令
和
６
年
度
は
25
万

５，
６
８
９
人
で
前
年
度
比
２
万
２，
２

８
３
人
の
増
で
あ
っ
た
。
要
因
と
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
通
常
な
状
態
に
回

復
し
て
き
て
お
り
、
観
光
入
込
客
数
増

に
よ
る
観
光
宿
泊
業
の
業
績
の
改
善

や
、
新
規
事
業
所
の
進
出
に
よ
る
受
け

皿
増
が
挙
げ
ら
れ
る
。

令
和
６
年
度
壮
瞥
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

質
疑西

い
ぶ
り
広
域
連
合
に
お
い
て
整
備

し
て
い
る
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
更
新
事

業
が
遅
れ
、
年
度
内
で
完
了
で
き
ず
繰

越
額
が
発
生
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今

年
度
で
の
事
業
完
了
は
見
込
め
る
の

か
。

答
弁今

年
度
で
の
事
業
完
了
に
向
け
て
執

り
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
２
回
定
例
会

令
和
７
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
補
正
予

算（

第
２
号）

に
つ
い
て

３，

４
１
１
万
３
千
円
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

4
7

億
２，

４
０
１
万
３
千
円

上
立
香
地
区
農
業
用
排
水
路
浚
渫
工
事

５
２
０
万
円
追
加

質
疑具

体
的
な
工
事
内
容
は
。

答
弁工

事
箇
所
は
、
町
道
上
立
香
第
２
線

沿
い
で
、
以
前
の
り
ん
ご
ま
つ
り
会
場

の
入
口
の
左
側
の
草
地
周
辺
と
な
っ
て

い
る
。
工
事
延
長
は
２
３
０
ｍ
程
度
で
、

浚
渫
す
る
土
砂
量
は
約
80
m3

を
予
定
し

て
い
る
。

そ
う
べ
つ
情
報
館
機
能
拡
充
工
事

４
０
０
万
円
追
加

質
疑そ

う
べ
つ
情
報
館
の
農
産
物
直
売
所

の
機
能
拡
充
の
一
環
と
し
て
、
店
舗
に

非
接
触
型
精
算
機
器
を
設
置
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
機

器
を
設
置
す
る
の
か
。

答
弁一

般
的
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

道
の
駅
で
は
、
非
接
触
型
の
清
算
機
器

が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ

に
は
人
手
不
足
を
補
う
も
の
と
の
役
割

も
あ
る
。

現
在
、
お
客
様
が
快
適
に
買
物
で
き

る
よ
う
な
動
線
を
含
め
、
店
舗
を
ど
の

よ
う
に
改
装
す
る
か
指
定
管
理
者
と
と

も
に
検
討
中
で
あ
る
が
、
快
適
な
買
物

環
境
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
最
新
型

の
非
接
触
型
清
算
機
器
を
導
入
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑今

ま
で
使
用
し
て
い
た
レ
ジ
ス
タ
ー

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁既

存
の
レ
ジ
ス
タ
ー
は
指
定
管
理
者

の
所
有
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
に
お
い

て
独
自
に
更
新
す
る
と
の
話
を
聞
い
て

い
る
が
、
今
回
、
町
が
導
入
予
定
の
非

接
触
型
精
算
機
は
、
新
店
舗
の
中
で
の

必
要
な
機
器
と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

道
路
橋
梁
維
持
経
費
　
修
繕
料

６
０
０
万
円
追
加

質
疑令

和
７
年
３
月
の
指
定
寄
附
金
を
活

用
し
て
滝
之
町
地
区
の
道
路
環
境
整
備

と
し
て
緊
急
性
の
高
い
道
路
の
修
繕
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
修
繕
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

3

令和7年 第2回

じゃがいも交流

入
湯
税

８
５
３
万
円
増
額

令
和
６
年
度
壮
瞥
町
簡
易
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

第

２

回

定

例

会

３
，
４
１
１
万
３
千
円
追
加

令
和
７
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

47
億
２
，
４
０
１
万
３
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

上
立
香
地
区
農
業
用
排
水
路
浚
渫

工
事

５
２
０
万
円
追
加

そ
う
べ
つ
情
報
館
機
能
拡
充
工
事

４
０
０
万
円
追
加

道
路
橋
梁
維
持
経
費
　
修
繕
料

６
０
０
万
円
追
加



4

答
弁町

道
４
路
線
の
補
修
、
ま
た
、
排

水
設
備
の
補
修
が
必
要
な
箇
所
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
新
た
に
補
修
が
必
要
な
箇
所
が
出

て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
優
先
順
位
を
決
め
て
有
効
的
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て質
疑町

道
滝
之
町
中
島
１
号
線
道
路
整

備
事
業
が
令
和
７
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
て
い
る
が
、
当
該
事
業
は
今
年
度

で
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し

い
か
。

答
弁令

和
７
年
度
に
繰
り
越
し
た
工
事

に
つ
い
て
は
既
に
発
注
し
て
お
り
、

今
年
度
の
当
初
予
算
分
の
工
事
を
今

後
発
注
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

国
の
予
算
の
配
分
次
第
だ
が
、
町
と

し
て
は
今
年
度
で
完
了
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会
は
、
７
月
２
日
に

開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
壮
瞥
町
一

般
会
計
補
正
予
算（

第
３
号）

な
ど

議
案
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
補
正

予
算（

第
３
号）

に
つ
い
て

５
６
７
万
３
千
円
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

4
7

億
２，

９
６
８
万
６
千
円

物
価
高
騰
対
策
商
品
券
配
布
事
業

５
６
７
万
３
千
円
追
加

国
に
お
け
る
米
国
の
関
税
措
置
に

対
す
る
緊
急
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活
者
、
事

業
者
支
援
に
必
要
な
経
費
と
し
て
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
て
い
る

町
民
に
対
し
、
１
人
当
た
り
２
千
円

分
の
商
工
会
商
品
券
を
配
布
し
、
家

計
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
地
域
経

済
の
消
費
喚
起
を
図
る
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

令和7年 第2回定例会のあらまし

●町道滝之町中島1号線道路改良舗装工事
19,800,000円(20,262,000円)

壮建興業㈱

●蟠渓Ｈ2泉源ラインポンプ小屋電気設備改
修工事

1,617,000円(1,649,560円)
㈱堀口電気商会

●弁景55年泉源ポンプ取替工事
4,103,000円(4,191,000円)

㈲堀口水道

●来夢人の家泉源ポンプ取替工事
1,980,000円(1,991,000円)

㈲堀口水道

●町道不動線土留補修工
1,606,000円(1,628,000円)

壮建興業㈱

●町道関内蟠渓線仮設信号機等設置工
2,629,000円(2,717,000円)

壮建興業㈱

●オロフレスキー場リフトモーター長寿命化
工事

6,050,000円(6,160,000円)
ＪＦＥプラントエンジ㈱

●地域交流センター吊物設備改修工事
1,320,000円(1,342,000円)

㈱小林舞台システム

●仲洞爺第2浄水場消石灰設備修繕工
5,060,000円(5,170,000円)

新栄クリエイト㈱

工事発注状況
令和7年5月まで

（　）内は予定価格

令
和
６
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

意
見
書

次
の
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

〇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

第

３

回

臨

時

会

５
６
７
万
３
千
円
追
加

令
和
７
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
商
品
券
配
布
事
業

５
６
７
万
３
千
円
追
加

47
億
２
，
９
６
８
万
６
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

壮瞥高校 朝市



議
員依

然
と
続
く
物
価
高
の
中
、
住
民
の

生
活
は
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
令
和
６
年

度
の
財
政
赤
字
を
加
え
た
潜
在
的
な
国

民
負
担
率
は
50．
９
％
と
な
る
。
国
民

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
減
税
を
進
め

て
い
く
こ
と
、
減
税
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
無
駄
な
支
出
を
抑
え
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
も

の
が
事
務
事
業
評
価
で
あ
り
、
納
め
て

頂
い
た
血
税
を
少
し
で
も
有
効
利
用
し

よ
う
と
す
る
、
公
務
員
と
し
て
の
全
体

の
奉
仕
者
の
精
神
で
す
。
何
か
し
ら
の

改
善
を
行
え
ば
、
も
っ
と
い
い
サ
ー
ビ

ス
や
自
治
体
運
営
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
塵
も
積
も
れ
ば
山
と

な
る
、あ
る
い
は
積
小
為
大
と
な
っ
て
、

本
町
に
財
政
的
な
余
力
を
創
り
出
し
、

減
税
を
行
っ
て
住
民
の
負
担
を
軽
く
し

た
り
、
そ
う
し
た
余
力
を
ダ
ム
に
水
を

貯
め
る
よ
う
に
、
天
災
等
の
有
事
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
積
み
立
て
て
い
く
ダ

ム
経
営
も
実
現
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

①
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
本
町
の
Ｈ
Ｐ
上
に
公
開
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
適
切
な
事
務
事
業
評
価
の
実
施
の
有

無
に
拘
わ
ら
ず
、
決
算
関
係
資
料
と

し
て
主
要
事
業
の
施
策
成
果
を
公
表

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

③
東
京
都
品
川
区
の
森
澤
区
長
は
、
徹

底
し
た
情
報
公
開
と
事
業
評
価
で
ム

ダ
を
削
減
し
、
毎
年
１
％＝

約
20
億

円
の
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
を
公
約

に
掲
げ
、
実
際
に
23
億
円
を
捻
出
し

た
。
本
町
で
は
、
事
業
の
ム
ダ
の
削

減
と
財
源
の
捻
出
を
ど
の
程
度
行
っ

て
い
る
か
。

④
災
害
や
不
況
に
よ
っ
て
財
政
悪
化
が

進
め
ば
、
住
民
税
な
ど
の
増
税
で
、

住
民
負
担
が
増
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

将
来
の
増
税
を
避
け
る
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
事
務
事
業
評

価
で
ム
ダ
を
削
減
し
、

余
裕
資
金
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
て
い

く
こ
と
で
、
ダ
ム
経
営

を
実
現
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

町
長

①
、
②
事
務
事
業
評
価
と
施
策
成
果
の

公
表
に
つ
い
て
、
平
成
８
年
度
か
ら

第
２
次
壮
瞥
町
行
政
改
革
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
条
例
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
、
壮
瞥
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
で
開
始
さ
れ
た
。
平
成
15
年
度
か

ら
、
町
の
推
進
す
る
全
て
の
事
務
・

事
業
を
対
象
に
、
検
証
と
評
価
を
実

施
し
、
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
取

組
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
27
年
度

か
ら
は
評
価
項
目
を
全
事
務
事
業
か

ら
、
壮
瞥
町
総
合
戦
略
の
登
載
事
業

を
対
象
に
、
重
点
的
に
評
価
を
行
っ

て
い
る
。

③
、
④
本
町
の
財
政
は
平
成
28
年
度
以

降
、
収
支
不
均
衡
と
な
っ
て
お
り
、

就
任
以
来
、
職
員
と
危
機
感
を
共
有

し
、
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
規
事
業
は
も
と
よ
り
、
既
存
事
業

に
つ
い
て
も
事
務
事
業
等
を
組
み
換

え
し
、
創
意
工
夫
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
結
果
、
令
和
２
年
度
か
ら
基

金
保
有
額
は
増
加
に
転
じ
、
令
和
５

年
度
の
決
算
で
は
、
一
般
会
計
の
実

質
単
年
度
収
支
が
３
年
連
続
で
黒
字

と
な
り
、
全
会
計
の
基
金
保
有
額
も

４
年
連
続
で
増
加
し
、
22
億
５，
１

５
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
持
続
可

能
な
ま
ち
の
発
展
の
た
め
、
将
来
に

つ
な
が
る
事
務
事
業
を
継
続
し
、
社

会
資
本
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。

行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
議

員
ご
質
問
の
と
お
り
、
財
源
の
確
保

を
は
じ
め
、
事
業
評
価
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
施
策
の
展
開
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

5

【
小
さ
な
政
府
、安
い
税
金
を
目
指
し
た
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
】

無
駄
な
支
出
を
抑
え
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
、
自
治
体
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に

事
務
事
業
評
価
の
実
施
が
必
要
で
は
？

壮
瞥
町
総
合
戦
略
の
登
載
事
業
を

対
象
に
、重
点
的
に
評
価
を
行
っ
て
い
る

湯浅祥治

夏至祭in仲洞爺



6

■
こ
れ
ま
で
の
経
歴

私
は
大
阪
府
大
阪
市
生
ま
れ
で
、
漫
画

『

じ
ゃ
り
ん
子
チ
エ』

の
舞
台
で
も
知
ら

れ
る
下
町
で
育
ち
ま
し
た
。
同
志
社
大
学

卒
業
後
、
印
刷
会
社
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
宣
伝
部
、
広
告
代
理
店
、
メ
デ
ィ
ア
運

営
企
業
で
経
験
を
積
み
、
２
０
１
９
年
に

独
立
。
広
告
の
企
画
制
作
と
地
方
創
生
を

柱
に
株
式
会
社
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
設
立
し
、

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
壮
瞥
と
の
つ
な
が
り

か
ね
て
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方

創
生
に
関
心
が
あ
り
、
あ
る
日
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て「

そ
う
べ
つ
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク」

設
立
の
記
事
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
壮
瞥
町
と
の
ご
縁
の
始
ま
り
で
す
。

最
初
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
中

心
に
交
流
が
始
ま
り
、
半
年
ほ
ど
経
っ
た

頃
初
め
て
壮
瞥
を
訪
問
し
ま
し
た
。
洞
爺

湖
の
四
季
折
々
の
美
し
い
表
情
、
有
珠
山

や
昭
和
新
山
が
織
り
な
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
自
然
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
町
の
皆

さ
ん
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
隔
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
年
に
数
回
の
現
地
滞
在
を
重
ね
、
壮
瞥

町
へ
の
想
い
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

■
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

２
０
２
４
年
４
月
、
そ
う
べ
つ
ア
ウ
ト

ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
般
社
団
法
人
移

行
に
伴
い
、
地
域
活
性
化
起
業
人
と
し
て

お
声
が
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
７

月
よ
り
着
任
し
、
現
在
は
東
京
と
壮
瞥
町

で
の
二
拠
点
居
住
と
い
う
形
で
、
概
ね
２

週
間
に
１
回
、
東
京
と
壮
瞥
を
行
き
来
す

る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局

と
し
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
資
源
を
活
用
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
企
画
や
対
外
的
な
セ
ー
ル
ス

活
動
に
取
り
組
み
つ
つ
、
２
０
２
５
年
４

月
か
ら
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る

仲
洞
爺
キ
ャ
ン
プ
場
と
来
夢
人
の
家
の
経

営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
潜
在
的
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
場

所
な
の
で
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
引
き
出
し
、
壮
瞥
や
洞
爺
湖
の
情
報

発
信
や
多
様
な「

遊
び」

の
拠
点
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
団
体

旅
行
や
企
業
研
修
の
受
け
入
れ
、
フ
ォ
ト

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
提

案
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
し
い

活
用
方
法
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
今
後
に
向
け
て

壮
瞥
町
は
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い

価
値
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
眠
る
場
所
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
町
の
魅

力
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ア
ウ

ト
ド
ア
を
中
心
に
様
々
な
分
野
に
関
わ
ら

せ
て
頂
き
、
町
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
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令
和
６
年
夏
以
降
、
米
が
入
手
し

づ
ら
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

価
格
も
２
倍
く
ら
い
に
跳
ね
上
が

っ
て
い
る
。

今
年
に
な
り
、
農
林
水
産
大
臣
が

小
泉
進
次
郎
氏
に
代
わ
り
、
政
府
の

備
蓄
米
の
放
出
で
価
格
が
下
が
る
傾

向
に
あ
る
が
、
政
府
の
米
の
減
反
政

策
の
過
剰
、
流
通
の
問
題
、
温
暖
化

の
影
響
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

政
府
は
緊
急
対
応
で
輸
入
を
増
や

す
方
針
を
示
し
た
が
、
今
、
国
民
の

食
糧
を
ど
う
維
持
す
る
の
か
、
自
国

の
農
業
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
時
と

思
う
。

基
本
、
自
国
の
食
料
は
自
国
内
で

賄
う
も
の
と
考
え
、
消
費
者
、
生
産

農
家
の
た
め
に
政
府
は
税
金
を
も
っ

と
使
う
べ
き
だ
。

（

真
鍋

盛
男）
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風
の
広
場
「
薫
風
」
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
「
薫
風
」
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
を
さ
わ
や
か
な
風
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
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